
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

事務局だより 
２０２１年度 

（通算 NO‘１７） 

般社団法人 ２０２１・８・１ 

般社団法人 

オリンピックが始まり、日本の選手の活躍が連日報道されています。
反面とんでもない数のコロナ感染者が出ております。このような中
で、巡回展、奨励展、研究会等示現会の行事を進めていくことは非
常に厳しい状況でもあります。皆様の安全を第一に考え、本部とし
ての対応を検討し随時お知らせしていきます。ご協力、ご理解をよ
ろしくお願いします。 
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コロナ禍の中、不安を抱えながらも６月３０日から山形展が開催されまし
た。 
会期中の目玉としてギャラリートークを行っておりますが、今年は成田理

事長から絵の表現方法や主要な作品の解説のほか、戦時中の食糧難に皆
がこぞって農作物を植えるなか、花を育て続けた女性がいたことを話して
いただきました。生きる上で食糧は不可欠だが、心に潤いを与えるものも
大切であるとの内容で、まさに昨今の状況にも通ずる話でした。 
また、今回は支部の展覧会が創設時から数えて 70回目となることから、

支部会員の作品や記録写真、70 年のあゆみをまとめた記念画集を発行し
ました。 
大きな節目の展覧会を無事に終え、安堵とともに 2 年ぶりに作品を展示

し共感してもらえることの喜びを改めて感じたところです。 
 
山形支部 会員 寺岡義博   

成田 禎介 
鈴木 實 
井上 武 
中川 澄子 
佐藤 祐治 
錦織 重治 
宮定 真弓 
武 敏夫 
大渕 繁樹 
石橋 俊博 
土田 恒夫 
渡邉 良一 
徳田 則子 
小材 啓治 
林 勝彦 
三杉 和子 
 
相馬 賢二 
原田 一裕 
川嵜 猛 
中村 末二 
内藤 利博 
小島 兼一 
荒井 まき子 
中村 恵伍 
高見 雅博 
中本 森八 
瀧井 利子 
江口 登 

安藤 義雄 
石田 幸嗣 
井上 明子 
梅沢 民雄 
大岩 充子 
太田 陽子 
河村 豊子 
北島 裕子 
栗又 功雄 
清水 勝二 
田原 充子 
遠山 厚史 
永江 咲紀子 
中西 敦 
菱田 直美 
松川 伸一 
水上 アイ子 
宮本 順子 
森田 徳美 
谷部 伸子 
山口 征男 
山村 早苗 

秋吉 ヤス子 
石橋 清市 
小笠原 孝 
折野 安弘 
加古 博美 
笠原 寛 
鎌田 雅臣 
日下部 俊之 
栗島 正 
小林 年子 
小山 賢一 
酒井 昭輝 
佐藤 弘文 
角 忍 
高橋 正則 
田中 美彦 
出口 貴子 
寺岡 義博 
照沼 寛 
土井 敏弘 
西川きみ江 
西野 博樹 
野田 信子 
星野 雅子 
三浦 和昭 
三田 陽生 
森木 明 
柳瀬 拡 
山下 千鶴 
吉塚 春生 
渡邊 正博 

 

〇 示現会奨励展の案内 
〇 巡回展報告  山形展 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 奈良岡先生紹介記事 
〇 日展審査員に関して  

 
 
 

＜写真説明＞ 
上 成田理事長による作品解説 
右 第７０回を記念して発行され

た「山形展記念画集」表紙 

期日 ８月２４日（火）～８月２９日(日)  

ＡＭ１１：００～ＰＭ６：３０ 

最終日ＰＭ４：００終了＜入場無料＞ 

 

 
 

出品者 
 

モチベーションを高め、技術の向上を目指す奨励展       
 
７月１８日、第２回奨励展の最終確認を検討していただ

き計画通り実施することが決まりました。 
 今回の実行委員会発足に際し、感染拡大防止策を踏ま
え、会員が一堂に会する実行委員会は開けずに連絡はメ
ールにて行うことにいたしました。 
 一昨年の第 1 回の実施の反省をもとにして実施要項、
実施までの日程、役割分担、予算案等を作成しました。 
今回、示現会本部の方から奨励展へ 100万円の予算が

とれましたので、個人の出品料が一人 1 万円となりまし
た。 
また、前回では出品者全員で、展示飾りつけをおこな

いましたが、今回感染防止で、密を避けるため、実行委員
＋業者にて行うことにいたしました。合評会、懇親会も残
念ですが実施いたしません。 
爆発的なコロナ感染拡大の中ではありますが奨励展

の意義を確認し、第 2 回夏季示現会奨励展を開催するこ
ととなりました。ご協力よろしくお願いします。 
なお、このような状況ですので、会場にお越しできな

い方のために、示現会ホームページにて会場の映像を
掲載する予定です。示現会が目指す具象絵画の可能性
に挑戦する作家たちの作品を是非御高覧ください。 

奨励展実行委員 班長 石田幸嗣（委員） 
 

 
  

会場 銀座アートホール  
 
東京都中央区銀座 8 丁目 110 番地  

奨励展開催について 
〇 技術の向上を目指す場 
〇 広く、多くの方に示現会の作家を知ってもらう場 
〇 示現会を知ってもらい、公募、絵画教室、などにつなげる場 
奨励展はこれからの示現会を担う力となる方々を中心とし、役
員、支部長、委員を含め示現会全体を紹介する場として企画され
ました。銀座という地域の特徴として画廊も多く、一般の方々が絵
を見に訪れる場所でもあり、示現会を知ってもらえるよい機会と
なります。なお、出品者の選考については７４回示現会展出品者
より、常務理事が担当する選考委員会で行いました 

関東地域の方々には案内状を送
ってありますが、ご来場に関して
はコロナ感染の状況をみて、無理
なさらないようにお願いします 
会場内は３密を避けマスクの着
用をお願いします 

合計８１名 

 

昨年度は、７３回示現会展が中止となり、それに伴い巡回展、写生会、そし
て選抜展が中止となりました 
まだコロナがおさまらない状況ではありますが、前回の選抜展を改称し 
「第２回 夏季示現会 奨励展」として新たな出発をいたします 

 

急な会期の変更等がある場合も
ございますのでご来場の場合は、
ホームページまたは会館に最新
情報をご確認くださいますよう
お願い申し上げます 



 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

特集２ 

 

 

 

 

 
朝日新聞の夕刊に東京を案内する「マダニャイ・トコ
トコ・散歩旅」で駒込駅周辺が６月２８日から４回に
分けて取り上げられました。 
そのうち、３回分で示現会の創立会員「奈良岡正夫」
先生、示現会、そして現在常務理事の「中川澄子」先
生が紹介されました 
 

ちょっと素敵な 
紹介です！ 

 

 

 

 

 
 

改組 第８回日展２科の審査委員に日展特別会員、そして示現会

事務責任者の井上武常務理事が委嘱されました。日展の審査員

は、日展会員、理事の中から１７名、そして外部審査員２名の合計１９

名で２科（洋画）、約２０００点の審査にあたります。 

なお、審査員には非常に厳しい規範が課せられます。 

出品者に対しての指導の禁止、また金品の受領の厳禁、などがあ

ります。特に贈与に関しては送り主の報告義務も課せられていま

す。これは、すべての審査員にも同じことが言えます。 

出品者の皆様は十分ご配慮ください。 

 
 


